
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 美術科 

 

教科 美術 科目 子どもと造形 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、保育の現場で役立つスキルを造形分野（物を作ること）の視点から学びます。 

・造形分野の視点は 2点あり、「子どもの発達年齢に応じた物づくり」と「大人が子どもに発達

刺激を与えるように工夫する物づくり」です。この 2点を重視して、まずは幼い子どもの気持ち

になったり、保育士の立場に立ってみたりして楽しく取り組みましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

幼児教育という分野を通して、美術(ものづくり)に関する専門的で幅広い内容について学習

し、効果的に表現する資質・能力を次の通り育成することをめざす。 

 

(1) 幼児教育に必要なものづくりの知識や技能を身につけ、分野に対する理解を深める力を

養う。 

(2) 幼児の立場、あるいは幼児教育に携わる者の立場を想定し、分野に関する自分の考えや

発想力を広げたり、深める力を養う。 

(3) 幼児教育という分野のみならず、生涯にわたって有益で実用的なスキルを積極的に習得しようと

する意欲を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・幼児の各年齢に応じた特

徴や適した教材の知識を身

につけることができるか 

 

・幼児教育分野でのものづく

りについての技能を身につ

けることができるか 

・幼児、あるいは幼児教育に

に携わる者の立場を想定

し、作品を使って“遊び”を

考える中で分析を行い、自

分の考えを深めることがで

きるか 

 

・作品制作の中で、幼児にわ

かりやすいような工夫や発

想をいかしているか 

・総括的に他者や自分の意見

から、考えをより深めようと意

欲をもって取り組んでいるか 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 感
触
遊
び 

～
五
感
を
刺
激
す
る
教
材
づ
く
り
〜 

 

・1〜2歳児を対象とし

た感触、音、色などにふ

れることができる教材

を制作する。 

・1〜2歳児の特徴と効

果的な感触遊びの狙い

を学習する。 

・小麦粘土、キネティ

ックサンド、スライム

等を制作 

・体験した感触遊びを

幼児と大人の立場双方

から分析をする。 

 

a: 

・1〜2歳児の特徴について

理解しているか 

・制作の流れや感触遊びの

狙いを理解し、実践できて

いるか 

 

b: 感触遊び体験を分析し、

自分の考えを詳細に表して

いるか 

 

c: 全体の流れを通して、自分

の意見や感想などを積極的に

表そうとしているか 

 

 

作品、

ワーク

シート 

ワーク

シート 

ワーク

シート 

季
節
物
の
制
作 

〜
掲
示
物
に
関
す
る
教
材
づ
く
り
①
〜 

 

・鯉のぼりや紫陽花を

模した作品の制作を行

う。 

・大人が掲示物として

制作する、もしくは幼

児に作らせる想定で行

う。 

・制作を行う中で幼児の

実態に応じてどの部分を

作らせると良いか分析を

する。 

a: 制作の流れや課題の狙い

を理解し、実践できているか 

 

b: 

・作品に対して丁寧さや工

夫をもって制作できている

か。 

・作品から幼児の実態に応

じて可能な活動を分析し、

自分の意見を詳しく表せて

いるか。 

 

c: 全体の流れを通して、自分

の意見や感想などを積極的に

表そうとしているか 

 

 

 

 

作品、

ワーク

シート 

 

作品、

ワーク

シート 

 

作 品 コ

メ ン ト

(他者の

作品用)、

ワ ー ク

シート 
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２ 知
育
玩
具
制
作 

〜
巧
緻
性
を
高
め
る
教
材
づ
く
り
〜 

 

・2〜3歳児を対象とし

た知育玩具を制作す

る。 

 (粘土で作った紐通

し、結び目ゲーム等) 

・2〜3歳児の特徴と効

果的な知育玩具の狙い

を学習する。 

・体験した知育玩具遊

びを幼児と大人の立場

双方から分析をする。 

 

a: 

・2〜3歳児の特徴について

理解しているか 

・制作の流れや知育玩具遊

びの狙いを理解し、実践で

きているか 

 

b: 知育玩具遊び体験を分析

し、自分の考えを詳細に表し

ているか 

 

c: 全体の流れを通して、自分

の意見や感想などを積極的に

表そうとしているか 

作品、

ワーク

シート 

 

ワ ー ク

シート 

ワ ー ク

シート 

季
節
物
の
制
作 

〜
掲
示
物
に
関
す
る
教
材
づ
く
り
②
〜 

 

・風鈴や花火を模した

作品の制作を行う。 

・大人が掲示物として

制作する、もしくは幼

児に作らせる想定で行

う。 

・制作を行う中で幼児

の実態に応じてどの部

分を作らせると良いか

分析をする。 

 

a: 制作の流れや課題の狙

いを理解し、実践できてい

るか 

 

b: 

・作品に対して丁寧さや工

夫をもって制作できている

か。 

・作品から幼児の実態に応

じて可能な活動を分析し、

自分の意見を詳しく表せて

いるか。 

 

c: 全体の流れを通して、自分

の意見や感想などを積極的に

表そうとしているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品、ワ

ー ク シ

ート 

作品、ワ

ー ク シ

ート 

作品コ

メント

(他者の

作 品

用)、ワ

ークシ

ート 
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３ 知
育
玩
具
制
作    

〜
思
考
を
刺
激
す
る
教
材
づ
く
り
〜 

 

・4〜5歳児を対象とし

たパズル、ゲームを考

え手づくりで制作を行

う。 

・絵合わせパズル、ア

ルファベット当てゲー

ム、ひらがな記憶ゲー

ムなどを制作。 

・4〜5歳児の特徴と効

果的な知育玩具の狙い

を学習する。 

・体験した知育玩具遊

びを幼児と大人の立場

双方から分析をする。 

 

a: 

・4〜5歳児の特徴について

理解しているか 

・制作の流れや知育玩具遊

びの狙いを理解し、実践で

きているか 

 

b: 知育玩具遊び体験を分

析し、自分の考えを詳細に

表しているか 

 

c: 全体の流れを通して、自分

の意見や感想などを積極的に

表そうとしているか 

 

 

作品、ワ

ー ク シ

ート 

ワ ー ク

シート 

ワ ー ク

シート 

季
節
物
の
制
作 

〜
掲
示
物
に
関
す
る
教
材
づ
く
り
③
〜 

 

・クリスマスや正月に

関する作品の制作を行

う。 

・大人が掲示物として

制作する、もしくは幼

児に作らせる想定で行

う。 

・制作を行う中で幼児

の実態に応じてどの部

分を作らせると良いか

分析をする。 

 

a: 制作の流れや課題の狙

いを理解し、実践できてい

るか 

 

b: 

・作品に対して丁寧さや工

夫をもって制作できている

か。 

・作品から幼児の実態に応

じて可能な活動を分析し、

自分の意見を詳しく表せて

いるか。 

 

c: 全体の流れを通して、自

分の意見や感想などを積極

的に表そうとしているか 

作品、ワ

ー ク シ

ート 

作品、ワ

ー ク シ

ート 

作 品 コ

メ ン ト

(他者の

作品用)、

ワ ー ク

シート 

 

※ 毎時「れんらくちょう」と称した振り返り等含むワークシートを実施。 

（評価方法については、各単元の b・c に該当する） 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


